
（1）　第４８２号

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

卓　

球　

部

少
年
男
子
の
部
で
活
躍

時　

９
月
28
〜
10
月
２
日

於　

野
洲
市
総
合
体
育
館

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

島
根
県　

３

－

２　

石
川
県

島
根
県　

０

－

３　

兵
庫
県

島
根
県　

１

－

３　

福
岡
県

【
出
場
選
手
】
大
村　

心（
3-2
西谷
）

◯
大
会
総
評

　

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
た
が
、
選
手
は
最
後

ま
で
諦
め
ず
粘
り
強
く
戦
っ
た
。
国
ス
ポ
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
と
は
違
い
、
個
々
の
実
力
の
差
が

出
や
す
い
試
合
方
式
の
た
め
、
入
賞
す
る
た
め

に
は
絶
対
的
な
エ
ー
ス
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
常
時
全
国
大
会
で
入
賞
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
の
練
習
で
技
術
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

な
ぎ
な
た
部

成
年
女
子（
卒
業
生
）
が
優
勝
！

時　

９
月
29
〜
10
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

於　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）
く
ら
し
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
彦
根
工
場

【
出
場
選
手
】
安
田
結
衣（
2-3
大社
）・
曽
田
小
夏（
2-4
浜山
）・

吉
田
千
秋（
1-4
津和野
）

〈
演
技
競
技
の
部
〉

２
回
戦　

島
根
県　

０

－

５　

三
重
県

〈
試
合
競
技
の
部
〉

１
回
戦　

島
根
県　

１

－

２　

福
岡
県

○
大
会
総
評

　

演
技
は
１
回
戦
、
試
合
は
２
回
戦
敗
退
と
な

っ
た
。
共
に
出
場
し
た
成

年（
全
員
本
校
卒
業
生
）
は

試
合
競
技
で
13
年
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

生
徒
達
に
と
っ
て
、
そ
の

瞬
間
を
会
場
で
観
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
い
い
経

験
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
次

に
生
か
し
、
今
後
も
稽
古

に
励
み
た
い
。
応
援
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

吹

奏

楽

部

第
73
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

時　

10
月
19
日　
　
　
　

於　

宇
都
宮
市
文
化
会
館

　

本
校
と
し
て
は
３
年
連
続
17
度
目
と
な
る
全

国
大
会
で
あ
る
。「
全
国
大
会
金
賞
」
を
目
標

に
掲
げ
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
邁
進
」

を
胸
に
、
部
員
達
は
３
年
生
を
中
心
に
、
日
々

の
地
道
な
練
習
を
積
み
重
ね
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

本
番
当
日
は
早
朝
か
ら
練
習
を
行
い
、
万
全

の
準
備
を
整
え
、
生
徒
達
は
ス
テ
ー
ジ
で
は
堂

々
と
し
た
態
度
で

日
頃
の
練
習
通
り

の
気
持
ち
の
こ
も

っ
た
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
た
。

演
奏
後
、
観
客
か
ら

は
大
き
な
拍
手
を

い
た
だ
い
た
が
結

果
は
高
等
学
校
前

半
の
部
で
銅
賞
で

あ
っ
た
。
目
標
で
あ

っ
た
金
賞
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
、
生

徒
達
の
演
奏
は
誇

ら
し
い
も
の
で
あ

り
、
生
徒
達
の
日
々

令和７年１０月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４８２

全
国
の
舞
台
で
活
躍

全
国
の
舞
台
で
活
躍

吹
奏
楽
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞
！

国
の
舞
台
で
活
躍

国
の
舞
台
で
活
躍

国
の

台
で
活活活

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞
！

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞
！

合
唱
部

現
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
と
し
て
は
、

上
位
入
賞
は
果
た
せ
ず
、
優
良
賞
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
歌
唱
規
定
人
数
は
40
名
以
内

で
あ
る
が
、
本
校
は
部
員
25
名
全
員
で
大
会
に

臨
ん
だ
。
さ
す
が
に
全
国
レ
ベ
ル
で
の
数
的
な

劣
勢
は
否
め
な
い
感
は
あ
っ
た
が
、
全
国
レ
ベ

ル
の
演
奏
を
生
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
よ
い
機

会
で
あ
っ
た
。
更
に
高
み
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。（
顧
問　

布
野
浩
志
）

吹

奏

楽

部

第
38
回
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
中
国
大
会

時　

10
月
５
日　
　
　
　
　
　

於　

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

参
加
団
体
の
中
で
は
少
人
数
で
あ
っ
た
た

め
、
練
習
は
苦
難
の
連

続
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

生
徒
達
は
そ
れ
を
乗
り

越
え
、
本
番
で
は
立
派

な
演
奏
・
演
技
を
披
露

し
、
会
場
を
魅
了
し
た
。

結
果
、
金
賞
を
受
賞
し
、

11
年
連
続
13
度
目
と
な

る
全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
た
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆

様
、
卒
業
生
の
皆
様
、

応
援
し
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
11
月
に
行

わ
れ
る
全
国
大
会
で
は

島
根
県
、
中
国
支
部
の

代
表
と
し
て
誇
り
を
持

っ
て
大
会
に
臨
め
る
よ

う
、
更
に
精
進
し
て
い

き
た
い
。
皆
様
に
は
引

き
続
き
ご
声
援
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

優勝した成年女子

の
弛
ま
ぬ
努
力
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

　

全
国
の
舞
台
で
演
奏
で
き
た
の
も
、
日
々
様

々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
方
々
を
始
め
、
多
く
の
支
え
が
あ

っ
て
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず
精
進
し
、
地
域
の
方
々
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

合　

唱　

部

第
92
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

時　

10
月
11
日　
　

於　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

　

第
92
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
４
年
ぶ
り
に
参

加
し
た
。

　

迎
え
た
本
番
、
生

徒
達
は
歌
い
始
め
は

緊
張
し
た
面
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
次
第
に

平
常
心
を
取
り
戻
し
、

一
人
一
人
が
自
分
の

役
割
を
果
た
し
、
思

う
存
分
自
分
達
の
表



第４８２号　（2）

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
島
根
県
予
選
大
会

時　

10
月
18
・
19
日　

於　

益
田
市
民
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

大
村　

心

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

黒
田
昌
秀（
法
政
大
）・
大
村　

心
組

２
位　

三
好
蒼
空（
2-2 

北陵
）・
金
丸　

陽（
2-2 

北陵)

組

３
位　

福
田
健
人（
2-5 
出一
）・
波
多
間
怜
偉（
1-3 

北陵)

組

◯
大
会
総
評

　

昨
年
に
続
き
、
ダ
ブ
ル
ス
は
全
日
本
選
手
権

へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
確
に

な
っ
た
課
題
を
日
々
の
練
習
で
克
服
し
、
今
後

の
大
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

テ

ニ

ス

部

Ｕ
18
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
大
会

時　

10
月
５
日

於　

浜
山
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

３
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

新
人
大
会
以
降
の
練
習
か
ら
上
位
入
賞
を
狙

っ
て
い
た
が
、
上
位
進
出
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
会
で
自
信
を
つ
け
た
生
徒
も

お
り
、
今
後
の
練
習
に
励
み
、
テ
ニ
ス
を
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

野　

球　

部

島
根
県
高
校
野
球
出
雲
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

時　

10
月
12
日　
　
　

於　

大
東
公
園
野
球
場

出
雲
北
陵
・
大
東
・
出
雲
農
林

 

３

－

13　

三
刀
屋（
６
回
コ
ー
ル
ド
）

　

今
大
会
は
、
本
校
の
１
年
生
５
名
と
出
雲
農

林
高
校
の
１
年
生
５
名
、
大
東
高
校
の
１
年
生

２
名
の
計
12
名
で
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
出
場

し
た
。
合
同
チ
ー
ム
で
の
練
習
の
難
し
さ
を
感

じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
人
数
の
チ
ー
ム
で

は
経
験
で
き
な
い
学
び
が
多
か
っ
た
大
会
と
な

っ
た
。
来
年
度
は
ど
の
チ
ー
ム
も
単
独
で
出
場

で
き
る
よ
う
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
あ
い
た

い
。 

（
監
督　

畑　

宗
一
郎
）

サ
ッ
カ
ー
部

第
104
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
島
根
県
大
会

時　

10
月
18
・
24
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

１
回
戦　

本
校　

０

－

０　
浜
田
商
業
・
浜
田
・
江
津
工
業

（
前
半
０

－

０　

後
半
０

－

０　

延
長
前
半
０

－

０　

延
長
後
半
０

－

０　

Ｐ
Ｋ
３

－

２
）

２
回
戦　

本
校　

０

－

11　

立
正
大
淞
南

（
前
半
０

－

４　

後
半
０

－

７
）

○
大
会
総
評

　

３
年
生
が
い
な
い
中
で
迎
え

た
今
年
の
選
手
権
は
、
公
式
戦

初
勝
利
と
い
う
大
き
な
喜
び
を

味
わ
う
一
方
で
、
力
の
差
を
痛

感
す
る
悔
し
さ
も
経
験
す
る
大

会
と
な
っ
た
。
強
敵
相
手
に
思

う
よ
う
に
プ
レ
ー
で
き
な
い
時

間
が
多
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で

気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
に
相
手
に
果
敢
に
挑
む
選

手
達
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
大
会

で
得
た
「
喜
び
」「
悔
し
さ
」
を
忘
れ
ず
、
来
年

の
選
手
権
で
は
更
に
勝
ち
上
が
れ
る
よ
う
、
今

か
ら
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。
応
援
に
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

今
川
恵
人
）

情
報
技
術
部

島
根
県
高
等
学
校
商
業
教
育
実
技
競
技
大
会
（
ワ
ー
プ
ロ
競
技
）

時　

10
月
17
日　
　

於　

松
江
商
業
高
校

中
国
大
会
出
場
！

　

本
校
か
ら
は
２
年
生
４
名
、
１

年
生
１
名
が
団
体
戦
・
個
人
戦
に

出
場
し
た
。
結
果
は
団
体
３
位
、

個
人
で
は
水
谷
駿
斗（
2-4 

北陵
）
が
２

位
、
遠
藤
遼
太
郎（
2-3 

出三
）
と
立
石

翼（
2-4 

向陽
）
が
佳
良
賞
を
受
賞
し
、

水
谷
・
遠
藤
の
２
名
は
、
11
月
14
・

15
日
に
広
島
県
で
行
わ
れ
る
中
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
は
毎
日
の
努
力
の
積
み

重
ね
で
あ
り
、
ま
た
、
早
く
正
確
な
打
力
は
社

会
で
も
役
立
つ
力
に
な
る
。
次
大
会
に
向
け
て

日
々
精
進
し
た
い
。 

（
顧
問　

加
納
寛
敏
）

美　

術　

部

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
多
く
の
賞
を
受
賞
！

島
根
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

特
選　
　
定
守
古
都
乃（
2-6 

平田
）

優
秀
賞　

井
上
陽
菜（
2-6 

斐東
）、
三
浦
優
那（
2-6 

多伎
）

優
良
賞　

塩
野
瑞
季（
2-6 

出二
）、
春
木
か
お
り（
2-6 

斐東
）

※
特
選
・
優
秀
賞
は
全
国
出
品

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

山
陰
中
央
新
報
社
長
賞　
春
木
か
お
り

 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

２
０
２
５
年
度
第
２
回TopEye

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

見
事
入
賞
！

　

株
式
会
社
ニ
コ
ン
が
主
催
す
る
「T

opEye

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
原
昊
夢

（
3-4 

向陽
）
の
「
染
ま
っ
て
い
く
」
が
銅
賞
を
受
賞
、

西
尾
晃
大（
3-4 

出三
）
の
「
す
れ
違
い
」
が
入
選
し

た
。
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
国
的
に

活
躍
し
て
い
る
写
真
部
の
作
品
が
集
ま
る
た
め
、

入
賞
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
何
と
か
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
継
続
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
。

第
26
回
植
田
正
治
写
真
美
術
館
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

開
館
30
周
年
記
念
賞
受
賞
！

　

植
田
正
治
写
真
美
術
館
が
主
催
す
る
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
松
村
菜
生（
3-3 

出三
）
の

「
無
心
」
が
開
館
30
周
年
記
念
賞（
２
名
枠
）
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、馬
庭
葵
琳（
3-4 

浜山
）
の
「
本
能
」

が
入
選
し
た
。
２
人
の
作
品
は
植
田
正
治
写
真

美
術
館
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
３
年
生

が
最
後
ま
で
挑
戦
す
る
姿
を
後
輩
達
に
見
せ
て

く
れ
、
顧
問
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
。

高
文
連
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
６
点
、
入
選
12
点
受
賞

時　

10
月
24
日　
　
　

於　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

　

本
校
か
ら
は
12
名
が
60
点
出
品
し
、
６
点
が

特
選
に
入
賞
し
た
。
島
根
県
高
校
写
真
展
審
査

会
に
向
け
て
、
春
季
・
秋
季
特
選
作
品
の
マ
ッ

ト
パ
ネ
ル
貼
り
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

特
選
作
品
は
次
の
通
り（
作
品
番
号
順
）。

「
私
」　　
　
　
　
　
　
エ
ト
ウ
ソ
ガ
リ
エ（
1-2 

出一
）

「
泡
に
込
め
た
想
い
」　

安
食
有
紗（
1-3 

出二
）

「
こ
ぼ
れ
る
秋
」　　
　

持
田
一
真（
1-3 

平田
）

「
晩
餐
」　　
　
　
　
　

水
口
笑
奈（
2-3 

平田
）

「
光
雨
」　　
　
　
　
　

勝
部
紫
帆（
2-5 

平田
）

「
見
え
な
い
優
し
さ
」　

勝
部
紫
帆

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

ダ
ン
ス
同
好
会

雲
州
平
田
わ
が
と
こ
ま
つ
り

時　

10
月
４
日　
　
　
　

於　

平
田
行
政
セ
ン
タ
ー

　

雲
州
平
田
わ
が
と
こ
ま
つ
り
内
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
。
出
雲
地
方
で
は
大
雨

が
降
っ
て
い
た
が
、
会
場
地
は

奇
跡
的
に
晴
れ
、
生
徒
の
活
躍

を
祈
念
し
た
よ
う
な
秋
の
空
の

下
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
他

校
と
の
合
同
ダ
ン
ス
企
画

と
し
て
、
約
100
名
でM

rs. 
GREEN

A
PPLE

の
「
ダ
ー
リ

ン
」
を
披
露
し
た
。
ダ
ン
ス
を

通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

 

（
顧
問　

水
谷
円
香
）

特選　定守の作品山陰中央新報社長賞
春木の作品



（3）　第４８２号

出
雲
北
陵
中
学・高
等
学
校
芸
術
鑑
賞
会

並
び
に
第
35
回
定
期
演
奏
会

時　

９
月
26
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

本
年
で
35
回
目
を
迎
え
た

こ
の
演
奏
会
は
、
独
唱
・
独

奏
・
吹
奏
楽
・
合
唱
と
様
々

な
演
目
が
あ
り
、
他
校
に
は

な
い
本
校
な
ら
で
は
の
演
奏
会
で
あ
る
。

　

午
前
中
は
本
校
生
徒
対
象
の
芸
術
鑑
賞
会
、

午
後
は
一
般
の
方
々
対
象
の
定
期
演
奏
会
と

２
公
演
を
行
っ
た
。
出
場
者
達
は
山
陰
で
唯

一
の
音
楽
コ
ー
ス
の
独
唱
・
独
奏
を
は
じ
め
、

島
根
県
を
代
表
す
る
音
楽
部
に
相
応
し
い
演

奏
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

当
日
ご
来
館
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は
じ
め
、

応
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
、
何
よ

り
陰
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
保
護
者
の

皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

特
別
進
学
・
音
楽
・

美
術
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

体
験
入
学

特
別
進
学
・
音
楽
・

美
術
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

体
験
入
学

時　

10
月
８
日

於　

本
校　
　

　

本
校
の
特
色
で
あ
る

特
別
進
学
、
音
楽
、
美

術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
の

各
コ
ー
ス
の
体
験
入
学

に
、
県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
多
く
の
中

学
生
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
い
た
。
開
講
式

の
後
、
本
校
生
徒
と
化

学
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

り
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
聴
音
体
験
、
イ
ラ
ス

ト
ソ
フ
ト
制
作
な
ど
を
体
験
し
た
。
中
学
生

は
真
剣
に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

体
験
を
通
し
て
、
よ
り
本
校
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

◯
大
会
総
評

　

全
国
の
様
々
な
選
手
と
対
戦
で
き
、
良
い
刺

激
と
な
っ
た
。
団
体
戦
で
は
優
勝
し
た
愛
工
大

名
電
附
属
中
に
１
対
３
で
惜
敗
し
た
。
今
後
、

課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
６
回
島
根
県
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

10
月
18
・
19
日　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
〉

１
回
戦　

本
校　

51
対
60　

Ｔ
Ｗ
Ｏ　

Ｕ
Ｐ

◯
大
会
総
評

　

３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
大

会
と
な
っ
た
が
、
一
生
懸
命
戦

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
ご

声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

〈
女
子
〉

１
回
戦　

本
校　

60

－

64

YAH

☆HEY'S U15

○
大
会
総
評

　

チ
ー
ム
の
連
携
も
徐
々
に
増

し
て
互
角
の
戦
い
を
見
せ
た
も

の
の
、
要
所
で
流
れ
を
引
き
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
ず
敗
退
と

な
っ
た
。
今
後
一
層
勝
負
に
こ

だ
わ
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
。
応
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
顧
問　

和
田
拓
真
）

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時　

10
月
15
日

於　

本
校　
　

　

今
年
度
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ

ギ
リ
ス
・
中
華
民
国
・
大
韓
民

国
の
講
師
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

学
年
ご
と
に
異
国
の
文
化
に
触

れ
交
流
を
深
め
た
。
１
年
生
は

「
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ
」、
２
年
生
は
「
食
と
文

化
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
聞
き
、
３
年
生
は
調

理
実
習
で
ホ
ッ
ト
ク
を
作
っ
た
。
い
ず
れ
も
非

常
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

講
師
の
先
生
方
か
ら
も
、
本
校
の
生
徒
と
交
流

で
き
て
良
か
っ
た
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、

素
晴
ら
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

公
開
授
業（
新
任
者
研
修
）

10
月
16
日
㈭
、
新
任
教
員
に

よ
る
公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
は
新
任
教
員
の

授
業
力
向
上
、
教
科
指
導
を

研
鑽
す
る
目
的
で
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
。
新
任
教
員
は
緊

張
感
を
持
ち
な
が
ら
も
生
徒

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
一
人
ひ
と
り
に
語
り

か
け
な
が
ら
熱
の
こ
も
っ
た
授
業
を
展
開
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
取
り
入
れ
な
が
ら
「
課
題
設
定
力
」
を
養
う

授
業
は
、
他
の
教
員
か
ら
も
称
賛
を
得
た
。
そ

の
後
、
授
業
者
・
当
該
教
科
教
員
・
参
加
教
員

で
講
評
会
を
開
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

お

知

ら

せ

総
合
評
価
型
入
試
説
明
会
【
本
校
】

　

申
し
込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
11
月
23
日
㈰　

・
９
時
半
〜
・
11
時
半
〜

〇
11
月
30
日
㈰　

・
９
時
半
〜
・
11
時
半
〜

　

本
校
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
学
相
談
会
【
本
校
】

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〇
11
月
23
日
㈰　

９
時
〜
12
時

〇
11
月
30
日
㈰　

９
時
〜
12
時

入
学
試
験
日
程

○
前
期
日
程
入
学
試
験（
総
合
評
価
型
・
特
別
選
抜
型
）

12
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫　

実
技
試
験（
該
当
者
の
み
）

○
中
期
日
程
入
学
試
験（
総
合
評
価
型
・
特
別
選
抜
型
）

１
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭　

実
技
試
験（
該
当
者
の
み
）

○
後
期
日
程
入
学
試
験

　

２
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬

※
詳
し
く
は
本
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
学
校

卓　

球　

部

第
４
回
島
根
オ
ー
プ
ン
小
中
学
生
卓
球
大
会

時　

10
月
４
・
５
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
団
体
〉
２
位　

出
雲
北
陵
Ａ

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

隈
元
慶
真（
中2
南
）、
今
福
瀧
司（
中1-1
門沢
）

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

時　

10
月
22
・
23
日　
　

於　

出
雲
市
内
14
事
業
所

　

今
年
度
の
職
場
体
験
は
出
雲
市
内
14
事
業
所

に
於
い
て
、
生
徒
達
が
実
践
的
な
学
び
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
２
日
間

と
な
っ
た
。体
験
当
日
、生
徒
達
は
職
場
の
方
々

に
丁
寧
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣
な
眼
差

し
で
熱
心
に
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
ど
の

事
業
所
で
も
優
し
く
親
切
に
生
徒
達
に
接
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
深
く
お
礼
申

し
あ
げ
た
い
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

時　

10
月
22
日　

於　

松
江
市
周
辺

　

中
学
１
年
生
39
名
が
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
の
一
環
と
し
て
、

松
江
市
周
辺
に
調
べ
学
習
に

出
か
け
た
。
10
班
に
分
か
れ
て

松
江
城
、
小
泉
八
雲
記
念
館
や

武
家
屋
敷
な
ど
を
散
策
し
、
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
。
松

江
城
や
小
泉
八
雲
記
念
館
に
初
め
て
行
く
生
徒

も
多
く
、
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

生
徒
達
に
と
っ
て
、
故
郷
を
知
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
う
。

お

知

ら

せ

入
学
説
明
会
・
個
別
相
談
【
本
校
】

〇
11
月
９
日
㈰　
９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

〇
11
月
15
日
㈯　

９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

〇
11
月
30
日
㈰　

９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

〇
１
月
６
日
㈫　

９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

体
験
講
座
【
本
校
】

〇
11
月
９
日
㈰　

９
〜
11
時

　

華
道
・
美
術
（
華
道
は
10
時
ま
で
）

部
活
動
体
験
【
本
校
】

〇
11
月
９
日
㈰　

９
〜
12
時

（
野
球
部
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
な
ぎ
な
た
部
、

陸
上
競
技
部
、
テ
ニ
ス
部
、
ダ
ン
ス
同
好
会
）

　

体
験
講
座
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

部
活
動
体
験
・
入
学
説
明
会
・
個
別
相
談
は
申

し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。



第４８２号　（4）
　

真
夏
の
よ
う
な
暑
い
日
々
が
先
月
ま
で

続
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
エ
ア
コ
ン
も

お
役
御
免
に
な
り
そ
う
な
穏
や
か
な
天
候

に
移
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
「
紅
葉
の

秋
」「
食
欲
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
な

ど
、
秋
シ
ー
ズ
ン
を
象
徴
す
る
も
の
が
話

題
に
な
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
後
の
感
じ

が
し
ま
す
。
し
か
し
「
読
書
の
秋
」
は
季

節
の
ズ
レ
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
今
年

も
順
調
に
到
来
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
２
年
１
組
の
『
国
語
演
習
』
で
、

「
読
書
の
秋
」に
む
け
て
、
読
書
案
内
を
プ

レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

『
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛
を
こ
め
て
』

 

辺
見
じ
ゅ
ん

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
シ
ベ
リ
ア

に
あ
る
強
制
収
容
所
で
過
酷
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
日
本
人
捕
虜
達
が
絶
望
の
毎
日

を
送
る
と
い
う
内
容
で
す
。
主
人
公
の
遺

書
を
届
け
に
来
た
３
人
の
捕
虜
仲
間
が
代

読
す
る
場
面
が
感
動
的
で
す
。
戦
争
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
だ
と
思
い
ま

す
。

『
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
の
に

　
　

大
丈
夫
な
ふ
り
を
し
た
』 

ク
ル
ベ
ウ

　

皆
さ
ん
は
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
の
に

「
大
丈
夫
」と
言
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

こ
の
本
は
、
自
分
を
優
先
で
き
ず
、
思
っ

作
品
と
研
究

今月の
 1枚
「
染
ま
っ
て
い
く
」

原　
　

昊
夢

（3-4）向陽

２
０
２
５
年
度
第
２
回TopEye

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
銅
賞

て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
な
い
で
、
い
つ

も
「
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
し
ま
う
人
に
お

す
す
め
で
す
。
つ
ら
い
と
思
う
よ
う
な
時

こ
そ
読
ん
で
欲
し
い
、
心
に
響
く
エ
ッ
セ

イ
集
で
す
。

『
余
命
10
年
』　

小
坂
流
加

　

あ
と
10
年
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
し
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
。
こ
の
作
品
は
、
難
病

を
患
い
余
命
宣
告
を
さ
れ
た
主
人
公
が
、

小
学
校
の
同
窓
会
で
再
会
し
た
同
級
生
と

恋
に
落
ち
、
残
り
の
命
を
懸
命
に
燃
や
し

続
け
ま
す
。
今
を
生
き
る
尊
さ
を
描
い
た

作
品
で
、
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

『
モ
モ
』　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

　
「
時
間
ど
ろ
ぼ
う
」と
呼
ば
れ
る
男
達
に

時
間
を
盗
ま
れ
、
人
々
が
心
の
余
裕
を
失

っ
て
い
く
中
、
主
人
公
の
少
女
は
失
わ
れ

た
時
間
と
人
間
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
た
め

に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
時
間
の
本
当
の
意

味
と
、
生
き
る
こ
と
の
豊
か
さ
を
描
い
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
。

『
透
明
な
ゆ
り
か
ご
』　

沖
田
×
華

　

産
婦
人
科
で
働
く
看
護
学
生
（
見
習
い

助
産
師
）
が
、
命
の
誕
生
と
喪
失
に
向
き

合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た

医
療
漫
画
で
す
。
五
年
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ド

ラ
マ
化
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
命
の
尊
さ
や

女
性
の
葛
藤
が
静
か
に
胸
を
打
ち
、
親
の

あ
り
が
た
み
が
わ
か
る
作
品
で
す
。

『
種
ま
く
子
供
た
ち
』　

佐
藤
律
子

　

こ
の
本
は
、
小
児
が
ん
を
体
験
し
た
７

人
を
取
り
上
げ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

品
で
す
。
が
ん
を
克
服
し
て
元
気
に
な
っ

た
３
人
と
死
去
し
た
４
人
の
、
本
人
と
そ

の
家
族
達
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
体
験
（
闘
病

記
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
１
人
の
手
記
は
、「
24
時
間
テ
レ
ビ
」
の

中
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ま
た
同
じ
夢
を
見
て
い
た
』　

住
野
よ
る

　

こ
の
本
は
、
繊
細
な
心
情
描
写
と
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
展
開
が
魅
力
的
な
青
春
小
説

で
す
。「
夢
」を
通
じ
て
、
過
去
と
向
き
合

う
主
人
公
の
成
長
が
描
か
れ
て
い
て
、
共

感
と
感
動
が
得
ら
れ
る
作
品
で
す
。
自
分

や
周
囲
の
人
間
関
係
に
悩
む
若
者
に
お
す

す
め
の
一
冊
で
す
。

『
透
明
な
夜
の
香
り
』　

千
早　

茜

　

こ
の
本
は
、
客
が
望
む「
香
り
」を
作
る

調
香
師
の
主
人
公
の
も
と
へ
様
々
な
事
情

を
抱
え
た
依
頼
人
が
訪
れ
、
香
り
の
ま
つ

わ
る
物
語
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。「
香

り
は
永
遠
に
記
憶
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
残
り
ま
す
。「
香
り
（
嗅
覚
）」
を

め
ぐ
る
長
編
小
説
で
す
の
で
、
か
な
り
読

み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
お
す
す
め
の
作

品
で
す
。

『
放
課
後
カ
ル
テ
』　

日
生
マ
ユ

　

こ
の
作
品
は
漫
画
で
す
が
、
ド
ラ
マ
化

さ
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
に
勤

務
し
て
い
た
内
科
医
が
、
学
校
に
派
遣
さ

れ
て
、
子
ど
も
達
の
心
と
体
の
問
題
に
向

き
合
う
作
品
で
す
。
病
気
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
や
心
の
問
題
も
描
か
れ
、
子
供
達
の

抱
え
る
現
実
を
リ
ア
ル
に
映
し
出
し
て
い

ま
す
。
医
療
と
教
育
の
両
方
に
光
を
当
て

た
感
動
作
で
す
。

　

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
９
つ
の

作
品
の
中
で
、
読
書
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
よ

う
な
作
品
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

今
回
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
の
は
、

保
育
系
、
看
護
医
療
系
の
生
徒
達
な
の
で
、

「
い
の
ち
」に
関
す
る
作
品
が
多
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
次
回
は
も
う
少
し
幅

広
く
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
読
書
の
秋
」に
関
わ
ら
ず
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
読
書
は
で
き
ま
す
の
で
、
秋
の

夜
長
に
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
読
む
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。


